
平成30年8月23日　差替版

計画の区分： 研究科の設置

・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

設置時から対象学部等の名称変更があった場合には，表題には設置時の旧名称を記載し，その下欄に

（　　）書きにて，現在の名称を記載してください。

・大学新設の場合：「○○大学」

３　大学番号の欄については，平成２９年３月３１日付事務連絡「大学等の設置に係る設置計画履行状況

報告書等の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

例）　○○大学　△△学部　□□学科

（◇◇学部（平成◇◇年度より学部名称変更））

　Ｆ Ａ Ｘ　　０１２３-３４-００５７

　ｅ－mail　　soumu@do-bunkyodai.ac.jp

学校法人鶴岡学園

[平成２９年度設置］

【認可】設置に係る設置計画履行状況報告書

北海道文教大学大学院　リハビリテーション科学研究科

平成３０年５月１日現在

注２

職名・氏名　　課員・浅　井　敬　太
ア サ イ ケ イ タ

　作成担当者

　　担当部局（課）名　企画部　企画課

注１

２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

例）

・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

電話番号　　０１２３-３４-００１９

認可

大学番号：私010
注３
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ スズキ　タケオ ）

鈴　木　武　夫

（平成12年4月）

（ スズキ　タケオ ） （ ワタナベ　トシヒロ ）

鈴　木　武　夫 渡　部　俊　弘

（平成14年4月） （平成30年4月）

（ キムラ　カズシ ）

木　村　一　志

（平成29年4月）

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は，各職に相当する職名の方を記載してください。

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　　　　平成３０年度に報告する内容　→（30）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　（例）平成２９年度に報告済の内容　→（29）

　　　　記入してください。

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

学　　長

職　　名

（２） 大　学　名

　　　〒０６１－１４４９

（３） 大学の位置

前任者の任期が平成30年3月
で満了となったため（30）

　　　　北海道文教大学大学院

　　　　北海道恵庭市黄金中央５丁目１９６番地の１

研究科長

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　ください。

理 事 長

（４） 管理運営組織

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人鶴岡学園
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報告年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 4人 -人 4人 -人

4 - 5 -

(　 　) (　 　) (　4　) (　-　) (　5　) (　-　)

[ 　 ] [ 　 ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

4 - 5 -

(　 　) (　 　) (　4　) (　-　) (　5　) (　-　)

[ 　 ] [ 　 ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

4 - 5 -

(　 　) (　 　) (　4　) (　-　) (　5　) (　-　)

[ 　 ] [ 　 ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

4 - 5 -

(　 　) (　 　) (　4　) (　-　) (　5　) (　-　)

[ 　 ] [ 　 ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

　　　・　「社会人」については，認可申請書において貴学が定める社会人の定義に従って記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は，春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は，その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

4　　人 8　　人

（５）　調査対象研究科等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。
　　　・　様式は，平成２８年度開設の博士後期課程の場合（平成３０年度までの３年間）ですが，開設年度・

　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が２年以下の場合には欄を削除し，４年以上の場合

　　　　には，欄を設けてください。）

　（５）－①　調査対象研究科等の名称等

調査対象研究科等
の名称（学位）

設 置 時 の 計 画
備　　考

修業年限 入学定員 収容定員
学位又は学科の

分野

　

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科学研究科
保健衛生学関係
（リハビリテー
ション関係）

2　　年
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科学専攻

　（修士課程）

（注）・　数字は，平成３０年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・ （　 ）内には，社会人の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

（注）・「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。
　　　・定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

基礎となる学部等

人間科学部
理学療法学科

及び
作業療法学科

修士（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科学）

(　-　)

　　　・学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。

[ 　-　 ]

(　　 　) (　-　)

[ 　-　 ]

志願者数

受験者数

合格者数

1.12倍

[ 　　　 ]

1.00 1.25

　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号
　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

平成２９年度
備　　考

Ｂ　 入学者数

Ａ　 入学定員

平均入学定員
超 過 率

　（５）－②　調査対象研究科等の入学者の状況

平成３０年度平成２８年度
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報告年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

4 - 5 -

[　 　] [　 　] [　-  ] [　-　] [　-　] [　-　]

（　　） （　　）

4 -

[　　 ] [　　 ] [　-　] [　-　]

（　　） （　　） （ - ） （ - ）

[　　 ] [　　 ]

（　　） （　　）

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　転入学生も含めて記入してください。その際，備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は，春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は，その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学生数を記入してください。

　　　・（　）内には，留年者の状況について，内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

平成２９年度
備　　　　　考

　（５）－③　調査対象研究科等の在学者の状況

３年次

（　 -　 ）

（注）・　数字は，平成３０年５月１日現在の数字を記入してください。

計

9

[　 -   ]

4

[　　　　 ] [　 -   ]

（　　　　 ）

１年次

２年次

（　 -　 ）

　

平成２８年度 平成３０年度

3



　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

入学した年度

人 人 平成２７年度 人 人

平成２７年度 人 人

平成２８年度 人 人

平成２７年度 人 人

平成２８年度 人 人

平成２９年度 0 人 0 人

平成２７年度 人 人

平成２８年度 人 人

平成２９年度 0 人 0 人

平成３０年度 0 人 0 人

13 人 0 人

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【平成２７年度】

平成２７年度の退学者数（ａ） 0
平成２７年度の在学者数（ｂ） 0

【平成２８年度】

平成２８年度の退学者数（ａ） 0
平成２８年度の在学者数（ｂ） 0

【平成２９年度】

平成２９年度の退学者数（ａ） 0
平成２９年度の在学者数（ｂ） 4

【平成３０年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） 0
平成３０年度の在学者数（ｂ） 9

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。

0 ％

#DIV/0! ％

#DIV/0! ％

0 ％

=

=

=

=

=

=

=

=

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　・　各年度の在学者数については，該当年度に在学した人数を記入してください。（途中で退学者がいた場合でも、その退学者数を減らす必要は

　　　・　内訳については，退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）

　　　により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための

　　　準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記入してください。

　　　　　ありません。）

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に記入してください。その際，「就学意欲の低下（○人）」というように，その人数も含めて記入してください。

　 ・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

内訳

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

人

0

（注）・　数字は，平成３０年５月１日現在の数字を記入してください。　

合　　計

人

主な退学理由

　　　区　分

対象年度
退学者数の
うち留学生数

平成２７年度

平成２８年度

平成２９年度 4

退学者数

在学者数（b） 退学者数（a）

人

　　　・　在学者数や退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

人

平成３０年度 9 人 0

人
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

身体機能解析学特論 1前 2 1 1 身体機能解析学特論 1前 2 1 1

生活支援学特論 1前 　 2 　 　 1 　 　 　 生活支援学特論 1前 　 2 　 　 1 　 　 　

公衆衛生学特論 1前 　 2 　 　 　 　 　 　 1 公衆衛生学特論 1前 　 2 　 　 　 　 　 　 1

身体機能解析学演習 １後 2 　 　 1 1 　 　 　 身体機能解析学演習 1後 2 　 　 1 1 　 　 　

研究倫理特論 1前 1 1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

保健福祉政策論 2前 2 　 　 　 　 　 　 　 3 保健福祉政策論 2前 2 　 　 　 　 　 　 　 3

医療統計学特論 2前 2 1 医療統計学特論 2前 2 1

病態生理学特論 1前 　 2 　 1 　 　 　 　 病態生理学特論 1前 　 2 　 1 　 　 　 　

病態生理学特論演習 1後 　 2 　 1 　 　 　 　 病態生理学特論演習 1後 　 2 　 1 　 　 　 　

神経生理学特論 1前 　 2 　 1 　 　 　 　 神経生理学特論 1前 　 2 　 1 　 　 　 　

神経生理学特論演習 1後 　 2 　 1 　 　 1 　 神経生理学特論演習 1後 　 2 　 1 　 　 1 　

運動器障害学特論 1前 　 2 　 1 　 　 　 　 運動器障害学特論 1前 　 2 　 1 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

神経障害学特論 1前 　 2 　 2 1 1 　 　 神経障害学特論 1前 　 2 　
3
2

1 1 　 　

神経障害学特論演習 1後 　 2 　 　 1 1 　 　 神経障害学特論演習 1後 　 2 　 　 1 1 　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

メンタルヘルス学特論 1前 2 1 　 メンタルヘルス学特論 1前 2 1 　

　 　

　 　

　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ヘルスプロモーション
学特論演習

1後 2 1

メンタルヘルス学
特論演習

1後 2 2

1

ヘルスプロモーション
学特論

1前 2 1

高齢者リハビリテー
ション学特論演習

1後

2 1

運動器障害学
特論演習

1後 2

高齢者リハビリテー
ション学特論

1前 2 1

　 1

プレゼンテーション
技法

2前 2 1

　 　 5 　 1 　
リハビリテーショ
ン科学特論

１前 2

リハビリテーション
管理学特論

2前

リハビリテーション科
学特別研究

8 6 2 3 1

ヘルスプロモーション
学特論演習

1後 2 1

メンタルヘルス学
特論演習

1後 2 2

高齢者リハビリテー
ション学特論演習

1後 2 1

ヘルスプロモーション
学特論

1前 2 1

1後 2

高齢者リハビリテー
ション学特論

1前 2 1

2

１前 2 　 　 5
リハビリテーショ
ン科学特論

2前 2 1

兼
任
・
兼
担

【平成３０年度】

　

科目
区分

基
　
礎
　
科
　
目

授業科目の名称

配
当
年
次

2前

1 　 　 1

基
　
礎
　
科
　
目

2 1

プレゼンテーション
技法

リハビリテーション
管理学特論

専
　
　
　
　
門
　
　
　
　
科
　
　
　
　
目

研
究
指
導

1～
2通

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

運動器障害学
特論演習

２　授業科目の概要

【認可時又は届出時】

（１）ー① 授業科目表

＜リハビリテーション科学研究科　リハビリテーション科学専攻＞

専
　
　
　
　
門
　
　
　
　
科
　
　
　
　
目

研
究
指
導

リハビリテーション科
学特別研究

1～
2通

8

1 1 2 1 1

8
7
6

2 3 1

2

5



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

身体機能解析学特論 1前 2 1 1

生活支援学特論 1前 　 2 　 　 1 　 　 　

公衆衛生学特論 1前 　 2 　 　 　 　 　 　 1

身体機能解析学演習 1後 2 　 　 1 1 　 　 　

研究倫理特論 1前 1 1

　 　 　 　 　 　

　 　 　 　

保健福祉政策論 2前 2 　 　 　 　 　 　 　 3

医療統計学特論 2前 2 1

病態生理学特論 1前 　 2 　 1 　 　 　 　

病態生理学特論演習 1後 　 2 　 1 　 　 　 　

神経生理学特論 1前 　 2 　 1 　 　 　 　

神経生理学特論演習 1後 　 2 　 1 　 　 1 　

運動器障害学特論 1前 　 2 　 1 　 　 　 　

　 　 　 　 　

神経障害学特論 1前 　 2 　
3
2

1 1 　 　

神経障害学特論演習 1後 　 2 　 　 1 1 　 　

　

　

　

　

メンタルヘルス学特論 1前 2 1 　

　

　

　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

（注）・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　・  設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。

　　　　その上で，認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。

　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と平成３０年度の表を記入してください。
　　　・　不要な年度（平成２８年度開設であれば平成２７年度、平成２９年度開設であれば平成２７年度及び平成２８年度、
　　　　平成３０年度開設であれば平成２７年度から平成２９年度）の表は適宜削除し，詰めてください。
　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

2 3 1

メンタルヘルス学
特論演習

1後 2 2

専
　
　
　
　
門
　
　
　
　
科
　
　
　
　
目

研
究
指
導

リハビリテーション科
学特別研究

1～
2通

8
7
6

ヘルスプロモーション
学特論

1前 2 1

ヘルスプロモーション
学特論演習

1後 2 1

高齢者リハビリテー
ション学特論

1前 2 1

高齢者リハビリテー
ション学特論演習

1後 2 1

リハビリテーション
管理学特論

2前 2 1

運動器障害学
特論演習

1後 2 2 1 1

　 1 　 　 1

プレゼンテーション
技法

2前 2 1

　
リハビリテーショ
ン科学特論

基
　
礎
　
科
　
目

１前 2 　

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

5

【平成２９年度】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

6



【平成２９年度】

【平成３０年度】

（注）・  変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。
　　　　変更がない年度は「特になし。」と記入してください。
　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。
　　　・　不要な年度（平成２８年度開設であれば平成２７年度、平成２９年度開設であれば平成２７年度及び平成２８年度、
　　　　平成３０年度開設であれば平成２７年度から平成２９年度）の表は適宜削除してください。

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに，［　］内に，設置時の計画からの増減を
　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

変更状況

5 19 0 24 6

設置時の計画

必修 選択 自由 計（Ａ）

25

[　1　]

必修 選択 自由 計
備考

　　　　

・設置時の留意事項2に対応するため、研究倫理や研究不正について学ぶ「研究倫理特論」の科目を追加した。担当　橘内　勇（兼担）
・矢口（松田）助教退職のため、「神経生理学特論演習」の担当者を変更。
　　※担当：木村　一志（教授）　平成29年6月　教員審査済　判定：可
　また、それに伴い専任教員等の配置を「助教1」から「助教0」に変更。
・オムニバス科目である「神経障害学特論」で池田（官）教授が不可の判定となったため、担当者を変更。
　　※担当：瀧山　晃弘（教授）　平成29年1月教員審査済　判定：可
・矢口（松田）助教退職のため、「リハビリテーション科学特別研究」の担当者を変更。
　　※担当：瀧山　晃弘（教授）　平成29年1月　教員審査済　判定：Mﾏﾙ合
　また、それに伴い専任教員等の配置を「教授6」から「教授7」に、「助教1」から「助教0」に変更。

[　1　]

19

[　-　]

　　　　
　　　　

（１）ー②授業科目表に関する変更内容

・教育内容・教員組織の充実のため、「リハビリテーション科学特別研究」の専任教員等配置を「教授7」から「教授8」に変更。
　※追加担当：田邉　芳惠（教授）　平成29年6月　教員審査済　判定：M合

0

[　-　]

　　　　

　　　　

（２） 授業科目数

　　　　

7



番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

0

24

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

＝ 0

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び
　　　　「学生への周知方法」を記入してください。

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。

（注）・　設置時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して
　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

％
未開講科目（３）と廃止科目（４）の計

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）
＝

（３） 未開講科目

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

【該当なし】

廃止の理由，代替措置の有無

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（４） 廃止科目

未開講の理由，代替措置の有無

8



備考

大学全体

大学全体

【面積の増加】
鶴岡記念講堂建築
に伴う、図書館増
設のため。(29)

【閲覧座席数及び収納
可能冊数の増加】
図書館増設に伴うス
ペース拡張を含む図書
館改修のため。(29)

大学全体

【大学全体】
･共同研究費等

　　　・　「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成３０年５月１日現在の数値を記入してください。

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計(１) 区　　 分

校 舎 敷 地 0㎡ 0㎡ 71,900㎡71,900㎡

（34,835.34㎡）
（31,954.25㎡）

(２) 校　　　　　舎

校
　
　
地
　
　
等

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

0㎡

運動場用地

小　　　計 96,869  83,940㎡

24,969  12,040㎡ 0㎡

34,835.34㎡
31,954.25㎡

0㎡

（　　　　　　0㎡） （　　　　　　0㎡）

13

視聴覚資料 機械・器具 標　　本
〔うち外国書〕

（注）・　設置時の計画を，申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合，　　　　

新設学部等の名称 室　　　　　　数

　リハビリテーション科学研究科
リハビリテーション科学専攻

室

冊

47〔10〕　

（15,000〔320〕） （　 47〔10〕）

(４) 専任教員研究室

３　施設・設備の整備状況，経費

0㎡
34,835.34㎡
31,954.25㎡

（34,835.34㎡）
（31,954.25㎡）

112,832  97,132㎡ 0㎡

計

8,853 149

電子ジャーナル

図　　書 学術雑誌

〔うち外国書〕

〔うち外国書〕

（149）(265)

点 点 点

16,000〔400〕　 1,500〔300〕　

（149）

1,500〔300〕　 315

1,000千円

4,400千円

（　1,500〔300〕） (265) （8,853）

収 納 可 能 冊 数

315 8,853 149

（8,853）

経費
の見
積り

完成年度

187,000　150,000 冊

学生納付金以外の維持方法の概要 　学生納付金以外には、資産運用収入、手数料収入、寄付金収入等を充当する。

区　　　　分 開設年度

共 同 研 究 費 等 10,000千円 10,000千円

第４年次 第５年次

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

2,415㎡ 野球場  1面 テニスコート 2 面

開設前年度

1,200千円

300千円 400千円

開設年度

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次

1,000千円 800千円 ―　千円

112,832  97,132㎡

語学学習施設

（補助職員　0人）

1室

情報処理学習施設

3室

（補助職員　0人）

第６年次

58,491千円

講　義　室

44　39室
(３) 教　　室　　等

演　習　室

―　千円 ―　千円

500千円

設備購入費

図書購入費

―　千円

（　 47〔10〕） （　1,500〔300〕）

　

図
書
・
設
備

(５)

計
47〔10〕　

種

リハビリテー
ション

科学研究科

16,000〔400〕　

実験実習室

12室

完成年度

500千円

324　234席

0㎡

面　　　　　積

区　　分

閲 覧 座 席 数

（15,000〔320〕）

新設学部等
の名称

教員１人当り研究費等

2,260　1,998㎡

24,969  12,040㎡

0㎡ 0㎡ 96,869  83,940㎡

0㎡ 15,963  13,192㎡

25室

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

0㎡

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお，「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を，その他の

そ　の　他

合　　　計

15,963  13,192㎡

(８)

(６) 図　　書　　館

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，

　　　　その理由及び報告年度「（30）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少，建築計画の遅延）がある場合には，「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

学部学生数の増加によ
り隣接の雑種地を取得
し、サッカー場や学生
休息地として整備。
(29)

鶴岡記念講堂建築
のため。(29)

鶴岡記念講堂建築
のため。(29)

大学全体での共用分
図書183,000 185,000
〔20,300〕〔21,000〕
学術雑誌240
　　　〔56〕
電子ジャーナル
4,100 4,200
〔2,380〕〔2,900〕
視聴覚 6,300 6,700
電子書籍 250 340

図書及び書籍の充実を
図るため。（30）

【申請研究科全体】
･教員１人当り研究費等
･図書購入費
･設備購入費

※図書費には電子ｼﾞｬｰﾅ
ﾙ・ﾃﾞｰﾀｰﾍﾞｰｽの整備費
（運用ｺｽﾄを含む）を含
む
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

≪ＡＣ対象学部等≫

大学院

リハビリテーション

科学研究科

　ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科学

　専攻

こども発達学研究科

　こども発達学専攻

大学院

グローバルコミュニ

ケーション研究科

　言語文化コミュニ

　ケーション専攻

健康栄養科学研究科

　健康栄養科学専攻

外国語学部

　国際言語学科 4 100 - 400
学士

（外国語）
0.59 平成22年度 同上

人間科学部

　健康栄養学科 4 150 - 600
学士

（健康栄養学）
0.92 平成15年度 同上

　理学療法学科 4 80 - 320
学士

（理学療法学）
1.22 平成18年度 同上

　作業療法学科 4 40 - 160
学士

（作業療法学）
1.07 平成19年度 同上

　看護学科 4 80 - 320
学士

（看護学）
1.19 平成20年度 同上

　こども発達学科 4 100 - 400
学士

（こども発達学）
1.03 平成22年度 同上

　　　・学部の学科または研究科の専攻等，「入学定員を定めている組織」ごとに記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織ごと」には，課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　　※なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている組織上

　　　　　の最小単位（大学であれば「学科」，短期大学であれば「専攻課程」）でも記載してください。

　　　・専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が設置している全ての大学（学部，学科），

　　　　大学院（専攻）及び短期大学（学科）（ＡＣ対象学部等含む）について，それぞれの学校種ごとに，

　　　　平成３０年５月１日現在の上記項目の情報を記入してください。

４　ＡＣ対象学部等を含む大学等の状況

　北　海　道　文　教　大　学

2 4 -

　　　・学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員・収容定員・平均入学定員超過率は「－」とし，

　　　　「備考」に「平成○○年より学生募集停止」と記入してください。

　　　　平均の小数点以下第２位まで（小数点以下第３位を切り捨て）を記入してください。

　　　・「平均入学定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

      ・ＡＣ対象学部等については、必ず記入するとともに、下線を引いてください。

8
修士

（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科学）
1.12 平成29年度

北海道恵庭市
黄金中央5丁目
196番地の1

2 4 - 8
修士

（こども発達学）
0.75 平成29年度 同上

2 5 - 10
修士

（言語文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ）
1.00 平成15年度 同上

平成27年度 同上2 4 - 8
修士

（健康栄養科学）
0.37
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【認可時又は届出時】 【平成２９年度】 【平成３０年度】

専 教授

野　田　美保子
〈平成29年4月〉

専 教授

野　田　美保子
〈平成29年4月〉

□リハビリテーション
　科学特論
□ヘルスプロモーショ
　ン学特論
□ヘルスプロモーショ
　ン学特論演習
□リハビリテーション
　科学特別研究

□リハビリテーション
　科学特論
□ヘルスプロモーショ
　ン学特論
□ヘルスプロモーショ
　ン学特論演習
□リハビリテーション
　科学特別研究

□リハビリテーション
　科学特論
□ヘルスプロモーショ
　ン学特論
□ヘルスプロモーショ
　ン学特論演習
□リハビリテーション
　科学特別研究

専 教授

宮　本　重　範
〈平成29年4月〉

専 教授

宮　本　重　範
〈平成29年4月〉

□運動器障害学特論
□運動器障害学特論
　演習

□運動器障害学特論
□運動器障害学特論
　演習

□運動器障害学特論
□運動器障害学特論
　演習

教授

５　教員組織の状況

＜リハビリテーション科学研究科　リハビリテーション科学専攻（修士課程）＞

（１）ー① 担当教員表

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

専
教授

兼任　

木　村　一　志
〈平成29年4月〉

の別　

担当授業科目名

兼担・

専 教授

専 教授

池　田　官　司
〈平成29年4月〉

□リハビリテーション
　科学特論
□メンタルヘルス学
　特論
□メンタルヘルス学
　特論演習
□リハビリテーション
　科学特別研究

専

□リハビリテーション
　科学特論
□病態生理学特論
□病態生理学特論演習
□神経障害学特論
□リハビリテーション
　科学特別研究

□リハビリテーション
　科学特論
□神経生理学特論
□神経生理学特論演習
□神経障害学特論
□リハビリテーション
　科学特別研究

池　田　　仁
〈平成29年4月〉

専

専
教授

専 教授

専任・

職名

木　村　一　志
〈平成29年4月〉

□リハビリテーション
　科学特論
□神経生理学特論
□神経生理学特論演習
□神経障害学特論
□リハビリテーション
　科学特別研究

池　田　　仁
〈平成29年4月〉

野　田　美保子
〈平成29年4月〉

教授

宮　本　重　範
〈平成29年4月〉

教授

池　田　官　司
〈平成29年4月〉

□リハビリテーション
　科学特論
□メンタルヘルス学
　特論
□メンタルヘルス学
　特論演習
□リハビリテーション
　科学特別研究

教授

専

教授

職名

担当授業科目名

□リハビリテーション
　科学特論
□病態生理学特論
□病態生理学特論演習
□神経障害学特論
□リハビリテーション
　科学特別研究

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

兼担・

兼任　

の別　

専

□リハビリテーション
　科学特論
□メンタルヘルス学
　特論
□メンタルヘルス学
　特論演習
□リハビリテーション
　科学特別研究

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

兼担・

兼任　

の別　

担当授業科目名

専任・

木　村　一　志
〈平成29年4月〉

□リハビリテーション
　科学特論
□神経生理学特論
□神経生理学特論演習
□神経障害学特論
□リハビリテーション
　科学特別研究

専

池　田　　仁
〈平成29年4月〉

□リハビリテーション
　科学特論
□病態生理学特論
□病態生理学特論演習
□神経障害学特論
□リハビリテーション
　科学特別研究

専 教授

池　田　官　司
〈平成29年4月〉
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

兼任　

の別　

担当授業科目名

兼担・

専任・

職名 職名

担当授業科目名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

兼担・

兼任　

の別　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

兼担・

兼任　

の別　

担当授業科目名

専任・

□身体機能解析学特論
□身体機能解析学演習
□プレゼンテーション
　技法
□運動器障害学特論
　演習

専 教授

田　邉　芳　惠
〈平成29年4月〉

湯　淺　孝　男
〈平成29年4月〉

専 教授

湯　淺　孝　男
〈平成29年4月〉

□リハビリテーション
　科学特論
□高齢者リハビリテ
　ーション学特論
□高齢者リハビリテ
　ーション学特論演習
□リハビリテーション
　科学特別研究

□リハビリテーション
　科学特論
□高齢者リハビリテ
　ーション学特論
□高齢者リハビリテ
　ーション学特論演習
□リハビリテーション
　科学特別研究

専

□リハビリテーション
　科学特論
□高齢者リハビリテ
　ーション学特論
□高齢者リハビリテ
　ーション学特論演習
□リハビリテーション
　科学特別研究

□身体機能解析学特論
□身体機能解析学演習
□プレゼンテーション
　技法
□運動器障害学特論
　演習
□リハビリテーション
　科学特別研究

専
□身体機能解析学特論
□身体機能解析学演習
□プレゼンテーション
　技法
□運動器障害学特論
　演習

専 教授

田　邉　芳　惠
〈平成29年4月〉

田　邉　芳　惠
〈平成29年4月〉

教授

教授教授

湯　淺　孝　男
〈平成29年4月〉

准教
授

渡　辺　明日香
〈平成29年4月〉

専 教授

専

准教
授

大　川　浩　子
〈平成29年4月〉

□生活支援学特論
□リハビリテーション
　科学特別研究

□生活支援学特論
□リハビリテーション
　科学特別研究

□生活支援学特論
□リハビリテーション
　科学特別研究

専
准教
授

大　川　浩　子
〈平成29年4月〉

専
准教
授

専 教授

渡　辺　明日香
〈平成29年4月〉

専

大　川　浩　子
〈平成29年4月〉

専
准教
授

石　田　裕　二
〈平成29年4月〉

専

渡　辺　明日香
〈平成29年4月〉

□メンタルヘルス学
　特論演習
□リハビリテーション
　科学特別研究

□メンタルヘルス学
　特論演習
□リハビリテーション
　科学特別研究

□メンタルヘルス学
　特論演習
□リハビリテーション
　科学特別研究

専 教授

石　田　裕　二
〈平成29年4月〉

□身体機能解析学特論
□身体機能解析学演習
□神経障害学特論
□神経障害学特論演習
□リハビリテーション
　科学特別研究

□身体機能解析学特論
□身体機能解析学演習
□神経障害学特論
□神経障害学特論演習
□リハビリテーション
　科学特別研究

□身体機能解析学特論
□身体機能解析学演習
□神経障害学特論
□神経障害学特論演習
□リハビリテーション
　科学特別研究

専
准教
授

石　田　裕　二
〈平成29年4月〉

専 教授

瀧　山　晃　弘
〈平成29年4月〉

□神経障害学特論
□リハビリテーション
　科学特別研究

□神経障害学特論
□リハビリテーション
　科学特別研究

専 教授

瀧　山　晃　弘
〈平成29年4月〉
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

兼任　

の別　

担当授業科目名

兼担・

専任・

職名 職名

担当授業科目名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

兼担・

兼任　

の別　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

兼担・

兼任　

の別　

担当授業科目名

専任・

金　子　翔　拓
〈平成29年4月〉

□運動器障害学特論
　演習
□リハビリテーション
　科学特別研究

講師

金　子　翔　拓
〈平成29年4月〉

□運動器障害学特論
　演習
□リハビリテーション
　科学特別研究

専 専 講師

金　子　翔　拓
〈平成29年4月〉

□運動器障害学特論
　演習
□リハビリテーション
　科学特別研究

専 講師

講師

講師

白　戸　力　弥
〈平成29年4月〉

□リハビリテーション
　科学特論
□リハビリテーション
　科学特別研究

□リハビリテーション
　科学特論
□リハビリテーション
　科学特別研究

□リハビリテーション
　科学特論
□リハビリテーション
　科学特別研究

専 講師

白　戸　力　弥
〈平成29年4月〉

白　戸　力　弥
〈平成29年4月〉

西　村　由　香
〈平成29年4月〉

専 講師

西　村　由　香
〈平成29年4月〉

専専 講師

専 助教

矢口(松田)智恵
〈平成29年4月〉

専 講師

西　村　由　香
〈平成29年4月〉

□神経障害学特論
□神経障害学特論演習
□リハビリテーション
　科学特別研究

□神経障害学特論
□神経障害学特論演習
□リハビリテーション
　科学特別研究

□神経障害学特論
□神経障害学特論演習
□リハビリテーション
　科学特別研究

専

□神経生理学特論演習
□リハビリテーション
　科学特別研究

教授

橘　内　　勇
〈平成29年4月〉

□リハビリテーション
　管理学特論

□リハビリテーション
　管理学特論
□研究倫理特論

□リハビリテーション
　管理学特論
□研究倫理特論

兼担 教授

橘　内　　勇
〈平成29年4月〉

橘　内　　勇
〈平成29年4月〉

教授

草　野　真　暢
〈平成29年4月〉

兼担 教授

草　野　真　暢
〈平成29年4月〉

兼担兼担 教授

兼担 教授

黒　沢　秀　樹
〈平成29年4月〉

兼担 教授

草　野　真　暢
〈平成29年4月〉

□保健福祉政策論 □保健福祉政策論 □保健福祉政策論

兼担

兼担 教授

黒　沢　秀　樹
〈平成29年4月〉

□保健福祉政策論 □保健福祉政策論 □保健福祉政策論

兼担 教授

黒　沢　秀　樹
〈平成29年4月〉

教授

齋　藤　正　美
〈平成29年4月〉

□保健福祉政策論 □保健福祉政策論 □保健福祉政策論

兼担 教授

齋　藤　正　美
〈平成29年4月〉

齋　藤　正　美
〈平成29年4月〉

兼担兼担 教授

13



専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

兼任　

の別　

担当授業科目名

兼担・

専任・

職名 職名

担当授業科目名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

兼担・

兼任　

の別　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

兼担・

兼任　

の別　

担当授業科目名

専任・

　　　・  設置認可時又は届出時の教員全て（兼任，兼担教員を含む。）を黒字で記入してください。
　　　　その上で，認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・　年齢は，それぞれの年度の５月１日時点の満年齢を記入してください。

　　　・　専任、兼担、兼任の順に記入してください。

　　　・　不要な年度（平成２８年度開設であれば平成２７年度、平成２９年度開設であれば平成２７年度
　　　　及び平成２８年度、平成３０年度開設であれば平成２７年度から平成２９年度）の表は適宜削除し，

　　　　詰めてください。

（注）・　申請書又は届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

教授

牧　野　　均
〈平成29年4月〉

兼担 教授

牧　野　　均
〈平成29年4月〉

兼担 教授

松　岡　審　爾
〈平成29年4月〉

兼担 教授

牧　野　　均
〈平成29年4月〉

□リハビリテーション
　科学特論

□リハビリテーション
　科学特論

□リハビリテーション
　科学特論

兼担

兼担 教授

松　岡　審　爾
〈平成29年4月〉

□医療統計学特論 □医療統計学特論 □医療統計学特論

兼担 教授

松　岡　審　爾
〈平成29年4月〉

助教

佐々木　幸　子
〈平成29年4月〉

□公衆衛生学特論 □公衆衛生学特論 □公衆衛生学特論

兼担 助教

佐々木　幸　子
〈平成29年4月〉

佐々木　幸　子
〈平成29年4月〉

助教

高　田　雄　一
〈平成29年4月〉

兼担 助教

高　田　雄　一
〈平成29年4月〉

兼担兼担 助教

兼担 助教

高　田　雄　一
〈平成29年4月〉

□運動器障害学特論
　演習

□運動器障害学特論
　演習

□運動器障害学特論
　演習

兼担
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【平成２９年度】

　　　　 　　　　

【平成３０年度】

（注）・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　不要な年度（平成２８年度開設であれば平成２７年度、平成２９年度開設であれば平成２７年度及び平成２８年度、平成３０年度開設であれば平成２７年度から
　　　　平成２９年度）の表は適宜削除してください。

（注）・　大学院に専攻ごとに置くものとする教員の数について定める件（平成十一年九月十四日文部省告示第百七十五号）により

（注）・「設置時の計画」には，設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告書提出時）の状況」には、報告書提出年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告書提出時）の完成年度時の計画」には，「現在（報告書提出時）の状況」に記入した数字に，教員審査を受審済みであり，

　　　　完成年度までに就任する教員数を加えた数を記入するとともに，［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（注）・「年齢構成」には，当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません），

　　　　および，平成３０年５月１日現在，定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　教員数および完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。

　　　・なお,職位等によって定年年齢が異なる場合には,職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　　　　し，「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

　　　・専門職大学院の場合は，「研究指導教員」を「研究者教員」と，「研究指導補助教員」を「実務家教員」と修正して記入してください。

現在（報告書提出時）の完成年度時の計画（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。

報告書提出時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告書提出時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。

（記入例）
・矢口（松田）助教就任辞退及び池田（官）教授が「神経障害学特論」の科目担当不可となったことにより、瀧山教授に変更。平成29年1月教員審査済み。
・「神経生理学特論演習」について、当初木村教授及び矢口（松田）助教によるオムニバス形式での開講を予定していたが、矢口（松田）助教就任辞退のため、木村教授が単独
で担当することとした。　平成29年6月教員審査済み。
・設置時の留意事項2に対応するため、研究倫理や研究不正について学ぶ「研究倫理特論」の科目を追加した。

・田邉教授の担当科目の追加。平成29年6月教員審査済み。

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は，当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し，

　　　　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。なお，設置認可審査時に教員審査省略

（１）ー②担当教員表に関する変更内容
　　　　 　　　　

　　　　となっている場合は，「教員審査省略」と記入してください。

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要研

究指導教員数

完成年度時における
設置基準上の必要研
究指導補助教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

6 4 6

名 名 名

　　　　算出される教員数を記入してください。

　（２）－②　専任教員数

設　置　時　の　計　画 現在（報告書提出時）の状況 現在（報告書提出時）の完成年度時の計画

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
教　授 准教授 講　師 助　教

計
（Ｂ）

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｃ）

8 2 3 1 14
9 2 3 0 14

9 2 3 0 14

（9） （2） （3） （0） （14） ［　1　］ ［　0　］ ［　0　］ ［△1］ ［　0　］

研究指導教員
数

研究指導補助
教員数

講義のみ担当
の教員数

研究指導教員
数

研究指導補助
教員数

講義のみ担当
の教員数

研究指導教員
数

研究指導補助
教員数

講義のみ担当
の教員数

9 3 2
9 4 1

9 4 1

（9） （3） （2） ［　0　］ ［　1　］ ［　△1　］

　（２）－③　年齢構成

年齢構成

定年規定の定める
定年年齢（歳）

報告書提出時（上
記（Ｂ））の教員
のうち、定年を延
長して採用してい

る教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員の
うち、定年を延長
して採用する教員

数

65 3 3

歳 名 名

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
14

= 100 ％
14

　（２）－⑤　現在（報告書提出時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
3

= 21.42 ％
14
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

該当者なし

専任教員氏名

矢口(松田)　智恵
神経生理学特論演習

担当予定科目

他大学に就職のため就任辞退（29）

後任補充状況の集計（Ｅ）

番　号 職　位 専任教員氏名

リハビリテーション科学特別研究

必修・選択・自由の別 就任辞退（未就任）の理由

①

後任補充状況

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

辞任等した教員数

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

2

合計（Ｄ）＋（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

必修 0

③の合計数（c）

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

必修

②の合計数（b）

必修

①の合計数（a） ②の合計数（b）

0

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合，赤字にて記入するとともに，「辞任等の理由」

①の合計数（a）

0

選択

自由 0

選択

1 科目 必修 1

③の合計数（c）

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

計 0

（３） 専任教員辞任等の理由

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）就任を辞退した教員数

1

0

１ 助教

2

選択

0

0必修

必修

①

計

②の合計数（b）①の合計数（a）

0

0

科目

合計（Ｄ）

自由

選択

0

③の合計数（c）

1 人

必修

計 0

1

必修 1

0

必修・選択・自由の別

科目

科目

選択

自由

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

人
1

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

後任補充状況番　号 職　位

計

自由自由 0

必修 0

辞任等の理由担当予定科目

0

0

必修 0

0 科目

自由 0 自由 0

選択0

必修 1 科目

選択

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合，赤字にて記入するとともに，

必修

選択

0

0 科目

0

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

必修

選択

0

（注）・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員についてに記入してください。

選択 1

0

自由
人

計

科目

0 計

0 選択

科目

自由 0

計 0 計

0

自由 0 科目 自由 0

科目 選択 1 選択

0

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

自由 0

計 2 科目 計 2 計

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

= = 7.14 ％
1
14
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を

　　　　記入してください。

「大学の所見」
　矢口(松田)助教の辞職の申し出に対し、やむなく了承した。同人が担当することとなっていた授業科目のうち「リハビリテーション科学
特別研究」については、後任に瀧山晃弘を教授として採用した(平成29年１月 教員審査済。判定:研究指導)。なお、「神経生理学特論演
習」については、当初オムニバス形式での開講を予定しており、同科目を担当する教員(木村教授)が他に1名いたことから、当該教授が単
独で担当している。　（平成29年6月教員審査済み。）

「学生への周知方法」
　学生への影響はないと判断し、学生への特段の周知はしなかった。

　（３）－⑤　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

該当者なし

①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

人

必修 0 科目 必修

合計 後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

0 必修 0 必修 0

選択 0 科目 選択 0 選択 0 選択 0

自由 0 科目 自由 0 自由 0 自由 0

計 0 科目 計 0 計 0

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計 0

（注）・　定年により退職した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合，赤字にて記入するとともに，「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

0
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区　　　分
未履行事項について

の実施計画

設　置　時 留意事項 履行済

（２８年８月）

【新 カリキュラム・ポリシー】

留意事項 履行済

留意事項 履行済

６　留意事項等に対する履行状況等

留　意　事　項　等 履　行　状　況

３.「リハビリテー
ション科学特別研究」
について、休学した場
合の履修方法は、長期
履修生を含む全ての学
生の不利益とならない
よう適切に周知するこ
と。

休学した場合は、復学後、
「特別研究」を再履修し、
休学した期間に相当する期
間を「特別研究」に充てる
ことで単位の取得が可能で
あることをオリエンテー
ションや学生便覧で大学院
生に周知する。（29）

１.「チームアプロー
チで多職種共同の中核
となれる人材を養成す
るための『リハビリ
テーション管理学特
論』」や「地域や時代
のニーズに幅広く対応
する人材養成のための
『公衆衛生学特論』」
の履修をカリキュラ
ム・ポリシーに記載す
るのであれば、両科目
を必修科目として開講
するか、カリキュラ
ム・ポリシーを適切な
内容に改めること。

カリキュラム・ポリシーを
下記のとおり変更した。
（29）

　基礎科目には、研究の基
礎となる知識や技術を学ぶ
ための「身体機能解析学特
論」「身体機能解析学演
習」、チームアプローチで
多職種共同の中核となれる
人材を養成するための「リ
ハビリテーション科学特
論」、地域や時代のニーズ
に幅広く対応する人材養成
のための「保健福祉政策
論」を必修科目として配置
する。また、近年の研究倫
理教育の重要性を鑑み、基
礎科目に「研究倫理特論」
を必修科目として配置し、
研究者に求められる基本的
研究倫理教育について学修
する。
（当該部分の新旧対照表を
添付【資料1】）

２.「リハビリテー
ション管理学特論」に
研究倫理や研究不正に
関する内容を追加して
教授すると説明してい
るが、当該科目の開講
時期が２年次前期であ
ることや選択科目であ
ることは不適切である
ため、研究倫理や研究
不正について学ぶ科目
を１年次前期の必修科
目として新たに開講す
ること。

　「研究倫理特論」を必修
科目として１年次前期に配
置した。
　合わせてカリキュラム・
ポリシーを変更した。(上
記、新 カリキュラムポリ
シーのとおり)（29）
（カリキュラムポリシーの
新旧対照表及び、当該科目
のシラバスを添付【資料1】
【資料2】）
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留意事項 履行済

留意事項 充足済み。（29） 履行済

　　・瀧　山　晃　弘

　（平成29年1月　ＡＣ教員
審査済）

審査基準を下記のとおり変
更した。
（29）

【新　審査基準】
②修士論文の審査基準
　修士論文に係る評価にあ
たっては、下記の基準で評
価する。
・リハビリテーションに科
学的根拠を付与するか。
・新規性が認められるか。
・研究目的、研究方法は妥
当か。
・結果に再現性はあるか。
データは信頼できるか。
・仮説は検証できたか。
・結果に沿った論理的な考
察や解釈がなされている
か。
・修士論文作成規定に準じ
て記載されているか。
・研究倫理規程や法令は遵
守されたか。
③最終試験の審査基準
　修了の認定にあたって
は、上記基準で審査された
修士論文を基に発表を行
い、下記の基準で評価す
る。
・本研究科のディプロマポ
リシーを満たしているか。
・修士論文の内容を適切に
反映しているか。
・理解しやすいプレゼン
テーションか。
・質問に対する応答は適切
か。
（当該部分の新旧対照表を
添付【資料3】）

５.教員の補充を必要
とされた１授業科目に
ついては、科目開講時
までに教員を充足する
こと。

４.修士論文の審査基
準を示しているが、論
文内容に関する審査基
準ではなく、最終試験
における評価項目が含
まれていると思われる
ことから、審査基準と
して妥当か再度検討す
ること。また、少なく
とも「新規性」や「再
現性」については審査
基準に追加することが
望ましい。
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設置計画履行状況 改善意見 未履行

調　　 査　　 時

（３０年２月）

改善意見 未履行

　　　　ください。（実地調査や面接調査を実施した日ではありません。）

　　　　について，具体的に記入し，報告年度を（　　）書きで付記してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，当該大学に付された意見を

　　　　全て記入するとともに，付された意見に対する履行状況等について，具体的に記入してください。

　　　　その履行状況等を裏付ける資料があれば，添付してください。

　　　・　「履行状況」では，履行途中であれば「未履行」，履行済みであれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

　　　　寄附行為又は寄附行為変更の認可の申請に係る留意事項を除く。） と，それに対する履行状況等

　　　・　「設置計画履行状況調査時」の（年月）には，調査結果を公表した月（通常２月）を記入して

１.リハビリテーショ
ン科学研究科リハビリ
テーション科学専攻
（M）において、定年
規程に定める退職年齢
を超える専任教員数の
割合が比較的高いこと
から、定年規程の趣旨
を踏まえた適切な運用
に努めるとともに、教
員組織編制の将来構想
について検討するこ
と。

２.同一設置者が設置
する既設学部等（外
国語学部国際言語学
科）の定員充足率の
平均が0.7倍未満と
なっていることか
ら、学生確保に努め
るとともに、入学定
員の見直しについて
検討すること。

 教員の定年特例申合せによ
り、定年規程に定める年齢
を超えて雇用している専任
教員のうち、雇用期限が平
成30年度末までの教員が1名
いるため、平成30年度中に
採用候補者を検討し補充を
行う予定である。
 また、平成31年度以降に定
年規程に定める退職年齢を
超える専任教員及び雇用期
限が到来する定年特例申合
せの対象者についても、採
用候補者を検討し順次入れ
替えを行うなど、定年規程
及び教員の定年特例申合せ
の適切な運用に努めてい
く。（30）

 外国語学部国際言語学科で
は、グローバル社会の到来
と時代の要請から従来の３
言語（英語・中国語・日本
語）教育から英語教育へそ
の軸足を明確にした。それ
に伴いカリキュラムを変更
し、新カリキュラムに対応
する新入生を平成29年度よ
り迎えた。
 さらに、日本語禁止の環境
整備としてＧｌｏｂａｌ
Ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ　Ｃｅ
ｎｔｅｒ機能を充実させ、
 さらに、「認定海外語学留
学支援制度」もスタートし
た。
 現在、さらなる改革に向け
て検討を進めている。
 学生募集活動で重要と位置
づけているオープンキャン
パスは、極力学生主体で実
施し、本学学生が志願者と
直接コミュニケーションを
取る事により、外国語学部
の教育内容や留学制度、学
生生活を紹介するなど、受
験生が大学での学びをイ
メージしやすい様に多様な
角度から実施している。
（30）

（注）・　「設置時」には，当該大学等の設置時（認可時又は届出時）に付された留意事項（学校法人の
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

①　卒業要件単位数 ①　設置認可時における留意事項2に対応するため、研究

　　　３０単位　必修科目１６単位、選択科目１４単位 　倫理や、研究不正について学ぶ科目(必修科目:１科目・

　　　 １単位)を追加した。（29）

　　　・　新任教職員事務説明会（平成29年4月3日・4月19日：事務局各部所掌の関連事項の説明）

　　　・　ハラスメント研修会（平成29年9月25日：「パワーハラスメント・アンガーマネジメント活用研修」)

　　　・　ＳＤ研修会（平成29年11月1日：「ＳＷＯＴ分析について」）

②　実施状況

　ａ　実施内容

　　　③ＦＤ研修に関する事項

　　　④その他教育課程の改善に関する事項

　　　平成29年度実施内容　

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　　　本学では,教育開発センターＦＤ授業改善部門の年次計画に従い,教員の資質維持向上を目指して,ＦＤ活動を

　　実施している。同センターでは、カリキュラム開発部門,ＦＤ授業改善部門及びＧＰ部門からなり,ＦＤ授業改

　　善部門の委員は各学科長である。

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で，設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

７　その他全般的事項

＜リハビリテーション科学研究科　リハビリテーション科学専攻＞

（１） 設置計画変更事項等

　　　ＦＤ授業改善部門会議　　　　　　平成 29年 6月 14日、9月 13日、10月 16日、11月 8日、12月 6日、

　　　カリキュラム開発部門会議　　　　平成 30年 3月 6日

　　　教育開発センター部門長会議　　　平成 29年 5月 23日、12月 19日

　　　①授業評価の実施と授業改善システムに関する事項

　　　②教授法研究等、教育内容及び方法の改善に関する事項

　ｃ　委員会の審議事項等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 30年 1月 10日、2月 7日、3月 7日

　　　・　教職員研修会：①平成30年2月14日：「最新の入試改革事例のご紹介」

　　　・　研究活動における不正行為防止のための方策について（平成29年9月29日）

　　　　　　　　　　　　②平成30年2月20日：「入試プログラムの趣旨：『文教らしさ』の掘り起し、視界合わせ」
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　　・　学部と同様に前期と後期の2回実施する予定。

　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等

　　・　研究科委員会にて検討し、授業改善に取り組む。 　

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　・　新任教職員事務説明会(対象教職員全員の22名が参加）

　　・　ハラスメント研修会（91名の教職員が参加）

　　・　ＳＤ研修会（104名の教職員が参加）

　　・　教職員研修会

　　・　研究科委員会にて授業改善への取組案を検討・作成し、大学院授業改善を図る。

　　・　研究活動における不正行為防止のための方策について（専任教員12名が参加）

　　　　　①平成30年2月14日：「最新の入試改革事例のご紹介」(116名の教職員が参加)

　　　・　新任教職員事務説明会（事務局主催）

　　　・　ハラスメント研修会（事務局主催）

　　　・　ＳＤ研修会（事務局主催）

　ｂ　実施方法

　　　・　ＦＤセミナー（教育開発センター及び事務局主催）

　　　・　平成29年度研究倫理研修会（研究倫理委員会及び事務局主催）

　　　・　平成29年度研究倫理研修会（平成29年5月10日：「個人情報保護法改正と医学研究倫理指針の見直し」）

　　　　　　　　　　　　　　　　　 (同日：「研究費の不正使用防止について」の解説

　　　・　教職員研修会（事務局主催）

　　　・　研究活動における不正行為防止のための方策について（事務局主催）

　　　・　ＦＤセミナー：①平成29年11月29日：学習動機から考えるアクティブラーニング

　　　　　　　　　　　　②平成30年2月14日：学びを促す協同学習の手法

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　・　ＦＤセミナー

　　　　　①平成29年11月29日：学習動機から考えるアクティブラーニング(専任教員72名が参加)

　　　　　②平成30年2月14日：学びを促す協同学習の手法(専任教員83名が参加)

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　・　平成29年度研究倫理研修会（専任教員115名が参加）

　　　　　②平成30年2月20日：「入試プログラムの趣旨：『文教らしさ』の掘り起し、視界合わせ」

　　　　　　(82名の教職員が参加)
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　　　　する予定の場合は，「有」にマルを記入してください。今後も公表する予定がない場合は，「無」にマルを

　　　　記入してください。

　　　・　「ｂ　公表（予定）有の場合の公表（予定）時期」には，「ａ　ホームページに公表（予定）有無」で

　　　　「有」にマルを記入した場合のみ，時期を記入してください。

　ａ　ホームページに公表（予定）の有無　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表（予定）有の場合の公表（予定）時期　　（　　30　年　　9月　　30日　　）

（注）・　「ａ　ホームページに公表（予定）有無」には，５月１日時点で公表している場合，もしくは，今後公表

　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

（４） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書

　　・平成２９年度に評価機関（公益財団法人　大学基準協会）の評価を受審し、「大学基準に適合している」との

　　　評価を受けた。

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　ｂ　公表方法

　　・大学ホームページ上に公開予定。

③　認証評価を受ける計画

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

　　・平成３０年９月３０日　公表予定

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　　　設置の趣旨・目的を達成するため、定期的に研究科の会議等において達成状況・履行状況の点検、問題点に

　　ついての意見交換を行い、必要に応じて改善策を図り、趣旨・目的の達成に遺漏のないよう努めている。

（３） 自己点検・評価等に関する事項

23




